
菩
薩
の
行
位
と
い
い
、
成
仏
説
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
仏
教
の

広
い
分
野
に
亘
る
も
の
で
あ
る
が
、
中
国
に
お
け
る
華
厳
宗
の
大

成
者
、
賢
首
大
師
法
蔵
念
畠
１
国
巴
の
諸
著
作
に
み
ら
れ
る
信
満

成
仏
説
を
中
心
に
そ
の
内
容
を
考
察
し
、
菩
薩
の
修
行
階
位
を
説

く
経
典
を
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
華
厳
の
成
仏
説
の
内
容
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
い
。
華
厳
の
成
仏
説
に
つ
い
て
、
と
く
に
法

蔵
の
信
満
成
仏
説
や
三
生
成
仏
説
は
、
従
来
よ
り
関
係
論
文
も
比

較
的
に
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
研
究
の
歴
史
は
古
い
と
い
え

①

る
。
近
年
に
は
、
法
蔵
以
外
の
華
厳
の
成
仏
説
に
つ
い
て
も
研
究

が
進
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
吉
律
宜
英
著
「
華
厳

禅
の
思
想
史
的
研
究
』
（
昭
和
六
十
年
三
月
、
大
東
出
版
社
）
に
は
、

宗
密
（
認
？
震
』
）
の
本
来
成
仏
論
す
な
わ
ち
華
厳
禅
の
確
立
に
至

る
思
想
史
的
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
物
の
前
半
部
分
に

菩
薩
の
行
位
と
華
厳
の
成
仏
説
に
つ
い
て

は
「
法
界
縁
起
の
成
仏
論
」
と
い
う
章
題
の
も
と
に
、
智
怖
・
義

湘
・
法
蔵
な
ど
の
諸
学
匠
の
成
仏
論
が
示
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も

法
蔵
に
お
い
て
は
、
『
華
厳
五
教
章
』
『
華
厳
経
旨
帰
』
「
華
厳
経

探
玄
記
』
と
次
第
す
る
彼
の
著
作
を
通
し
て
、
成
仏
論
に
深
ま
り

が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
初
期
の
著
作
で
あ
る
『
五
教
章
』
の
中
で

は
「
義
理
分
斉
」
と
「
所
詮
差
別
」
の
箇
所
に
成
仏
説
が
示
さ
れ

て
お
り
、
彼
の
信
満
成
仏
説
は
、
別
教
一
乗
の
第
五
円
教
の
成
仏

論
で
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
『
五
教
章
』
以
後
の
成
立
に
な
る
『
華

厳
経
旨
帰
』
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
三
生
成
仏
や
信
満
成
仏
を
ま
と

め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
成
仏
論
と
し
て
「
旧
来
成
仏
」
と
も
名

づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
成
仏
論
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
以

後
の
著
作
で
あ
る
『
探
玄
記
』
の
中
で
は
、
そ
の
性
起
品
釈
に
よ

っ
て
、
法
蔵
の
新
た
な
成
仏
論
と
し
て
「
旧
来
成
仏
」
（
旧
よ
り
こ

の
か
た
成
仏
し
て
い
る
）
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
蔵

は
、
こ
れ
ま
で
の
「
信
満
成
仏
」
と
は
全
く
別
の
成
仏
論
、
つ
ま

一

色

順

心
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り
、
五
教
の
中
の
そ
の
他
の
四
教
に
寄
同
す
る
こ
と
の
な
い
、
円

②

教
独
自
の
成
仏
論
を
立
て
よ
う
と
し
た
こ
と
、
な
ど
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
吉
津
氏
の
所
論
に
は
、
法
蔵
の
成
仏

説
に
関
し
て
も
示
唆
に
富
む
指
摘
が
随
所
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
今
一
度
、
『
五
教
章
』
「
探
玄
記
』
を
通
し
て
、
信
満
成
仏
と

い
い
う
る
根
拠
、
お
よ
び
そ
の
意
義
内
容
を
考
察
し
、
ま
た
『
華

厳
経
』
な
ど
の
菩
薩
の
修
行
道
を
説
く
経
典
が
信
と
い
う
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
説
き
、
そ
れ
が
、
行
位
の
問
題
と
の
関
わ
り
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
の
か
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た

い
と
考
え
る
。

菩
薩
の
修
行
の
位
次
が
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
説
示
さ
れ
て
い

る
経
典
は
、
「
華
厳
経
』
『
仁
王
般
若
経
』
『
梵
網
経
』
『
菩
薩
理
路

本
業
経
』
な
ど
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
修
行
階
位
は
、

四
十
位
・
四
十
二
位
・
五
十
二
位
と
い
う
よ
う
に
諸
説
が
あ
り
一

定
し
な
い
。
ま
た
、
各
々
の
経
典
が
、
十
信
・
十
住
・
十
行
・
十

迺
向
・
十
地
な
ど
の
修
行
道
を
、
段
階
的
な
も
の
と
し
て
み
な
し

③

て
い
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
経
典
を
受

容
し
た
中
国
の
仏
教
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
四
十
位
・
四

十
二
位
・
五
十
二
位
と
い
う
よ
う
な
一
連
の
階
位
を
説
い
て
い
る

二

も
の
と
し
て
み
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
法
蔵

④

は
『
探
玄
記
』
巻
第
二
の
中
で
、
『
華
厳
経
』
の
七
処
八
会
三
十

四
品
を
教
起
因
縁
分
よ
り
依
人
入
証
成
徳
分
ま
で
の
五
分
に
わ
け

て
お
り
、
各
品
の
註
釈
を
ほ
ど
こ
す
さ
い
に
は
信
・
住
・
行
・
迺

向
・
地
な
ど
に
対
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
十
信
に

相
当
す
る
品
が
、
明
難
品
・
浄
行
品
・
賢
首
菩
薩
品
の
三
品
で
あ

る
こ
と
は
、
『
探
玄
記
』
巻
第
四
の
明
難
品
釈
に
「
通
じ
て
論
ず

⑤

れ
ぱ
此
の
三
品
は
十
信
の
行
法
を
明
か
す
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
明
ら
か
で
あ
る
。
と
く
に
賢
首
菩
薩
品
第
八
に
は
、
偶
頌
を
も

っ
て
菩
薩
の
行
と
そ
の
功
徳
が
説
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
賢
首
菩

薩
が
、
文
殊
菩
薩
に
対
し
て
答
え
た
偶
頌
に
、

菩
薩
於
二
生
死
一
最
初
発
心
時

一
向
求
二
菩
提
一
堅
固
不
し
可
レ
動

彼
一
念
功
徳
深
広
無
二
辺
際
一

如
来
分
別
説
窮
し
劫
猶
し
不
し
尽

（
大
正
九
・
四
三
二
’
三
ａ
）

と
あ
る
よ
う
に
、
菩
薩
が
生
死
の
中
に
あ
っ
て
初
め
て
発
心
し
て

一
向
に
菩
提
を
求
め
る
こ
と
は
、
堅
固
で
あ
っ
て
何
も
の
も
そ
れ

を
動
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
一
念
の
功
徳
で
あ
っ
て
も

そ
れ
は
無
限
の
深
さ
と
広
さ
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
如
来

が
分
別
し
て
説
か
れ
た
場
合
に
、
長
い
時
間
を
か
け
て
も
説
き
尽
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く
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
深
心
の
浄
信
は
壊
す
今
へ
か
ら
ざ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
浄
信
の
内
容
を
な
す
も
の
は
、
三

宝
を
信
敬
す
る
こ
と
で
あ
り
、
不
壊
の
信
に
よ
っ
て
発
心
を
成
就

⑥

す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
菩
薩
の
発
心
は
、
諸
仏
と
そ
の
正
法
を

信
じ
、
菩
薩
の
行
ず
る
道
を
信
じ
て
菩
提
に
信
向
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
信
は
あ
ら
ゆ
る
行

の
根
本
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く
賢
首
菩

薩
品
に
は
、
信
の
功
徳
に
つ
い
て
、

信
為
二
道
元
功
徳
母
一
増
二
長
一
切
諸
善
法
一

除
二
減
一
切
諸
疑
惑
一
示
二
現
開
言
発
無
上
道
一

浄
信
離
垢
心
堅
固
滅
二
除
僑
慢
一
恭
敬
本

信
是
宝
蔵
第
一
法
為
二
清
浄
手
一
受
二
衆
行
一

信
能
捨
二
離
諸
染
著
一
信
解
一
一
微
妙
甚
深
法
一

信
能
転
勝
成
二
衆
善
一
究
二
寛
必
至
如
来
処
一

清
二
浄
明
三
利
諸
善
根
一
信
力
堅
固
不
し
可
レ
壊

信
永
除
二
減
一
切
悪
一
信
能
逮
二
得
無
師
宝
一

信
於
二
法
門
一
無
二
障
艤
一
捨
二
離
八
難
一
得
二
無
難
一

信
能
超
二
出
衆
魔
境
一
示
一
一
現
無
上
解
脱
道
一

一
切
功
徳
不
壊
種
出
二
生
無
上
菩
提
樹
一

長
二
養
最
勝
智
慧
門
一
信
能
示
二
現
一
切
仏
一

是
故
演
二
説
次
第
行
一
信
楽
最
勝
甚
難
し
得

譽
如
二
霊
瑞
優
曇
華
一
亦
如
二
随
意
妙
宝
珠
一

（
大
正
九
・
四
三
三
ａ
ｌ
ｂ
）

と
、
説
示
さ
れ
て
い
る
。
法
蔵
は
こ
の
七
頌
を
「
信
が
能
く
余
徳

を
成
ず
る
」
こ
と
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
と
し
、
信
の
成
ず
る
と

こ
ろ
の
功
徳
を
二
十
種
の
功
徳
に
ま
と
め
る
。
冒
頭
の
「
信
は
道

の
元
、
功
徳
の
母
な
り
」
と
い
う
経
文
は
、
信
が
能
く
福
徳
と
智

⑦

蓋
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
「
覚
道
の
元
、
功
徳
の
母
」
な

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
信
が
．
切
功
徳
の
不
壊

の
種
」
で
あ
る
と
い
う
文
を
、
彼
は
「
仏
地
一
切
の
諸
功
徳
法
は
、

⑧

み
な
不
壊
の
信
を
も
っ
て
彼
の
因
種
と
な
さ
ざ
る
は
な
し
」
と
解

釈
す
る
。
何
故
に
信
が
不
壊
と
さ
れ
る
の
か
と
い
え
ば
、
信
の
満

心
に
お
い
て
不
退
を
得
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
信
に
依
っ
て
発
心

が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
と
い
え
る
。
菩
薩
道
に
お
い
て
信
は

そ
の
根
本
で
あ
り
あ
ら
ゆ
る
功
徳
を
生
み
だ
す
も
の
で
あ
る
と
す

る
賢
首
品
の
所
説
を
、
法
蔵
は
信
と
発
心
の
問
題
と
し
て
捉
え
、

信
を
信
満
入
住
す
な
わ
ち
菩
薩
の
修
行
道
に
お
け
る
成
仏
の
問
題

と
し
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

賢
首
菩
薩
品
は
、
普
光
法
堂
会
と
い
う
会
座
に
お
い
て
菩
薩
道

の
元
と
な
る
信
の
功
徳
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
次
に
そ
の
会
座
が

切
利
天
に
移
り
、
十
住
品
が
説
か
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
菩
薩
の
十

住
行
の
各
々
の
名
が
、
初
発
心
住
よ
り
第
十
灌
頂
住
ま
で
あ
げ
ら
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れ
た
う
え
で
、
ま
ず
最
初
の
初
発
心
住
に
お
い
て
菩
薩
は
何
を
見

聞
す
る
の
か
が
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
＄
十
住
品
第
十
一
に
、

仏
子
、
何
等
是
菩
薩
摩
訶
薩
初
発
心
住
。
此
菩
薩
見
一
一
仏

三
十
二
相
八
十
種
好
妙
色
具
足
尊
重
難
遇
「
或
観
二
神
変
「

或
聞
二
説
法
「
或
聴
二
教
誠
「
或
見
一
衆
生
一
受
二
無
量
苦
『
或

聞
三
如
来
広
説
二
仏
法
↓
発
二
菩
提
心
一
求
二
一
切
智
↓
一
向
不
し

廻
。
此
菩
薩
、
因
一
一
初
発
心
一
得
一
千
カ
分
毛

（
大
正
九
・
四
四
四
Ｃ
）

と
あ
り
、
そ
の
十
カ
分
の
内
容
お
よ
び
初
発
心
住
の
菩
薩
が
学
ぶ

尋
へ
き
十
法
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
学
び
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
る
理
由
は
、
初
発
心
の
菩
薩
が
、
自
身
の
菩
提
心
を

堅
固
に
さ
せ
無
上
道
を
成
じ
さ
せ
よ
う
と
欲
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
次
の
梵
行
品
第
十
二
の
末
尾
に
は
、

初
発
心
時
便
成
二
正
覚
記
知
二
一
切
法
真
実
之
性
《
具
二
足

慧
身
一
不
一
一
由
し
他
悟
記
（
大
正
九
。
四
四
九
ｃ
）

と
説
か
れ
て
い
る
。
菩
薩
が
正
覚
を
成
ず
る
の
は
何
時
に
お
い
て

で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
初
発
心
の
時
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
法
蔵
は
初
発
心
の
時
に
正
覚
を
成
ず
る
根
拠
を
、
初
発

心
菩
薩
功
徳
品
の
「
初
発
心
の
菩
薩
は
即
ち
是
れ
仏
な
る
が
故
に

悉
く
三
世
諸
如
来
と
等
し
」
と
い
う
文
に
見
出
し
、
行
が
満
じ
て

⑨

位
に
入
る
時
に
普
賢
位
を
得
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
菩
薩
行
と

し
て
は
初
歩
の
段
階
と
さ
れ
が
ち
な
初
発
心
を
仏
と
同
等
な
も
の

と
み
な
し
、
そ
の
発
心
の
時
に
す
で
に
疾
や
か
に
一
切
の
諸
仏
の

功
徳
が
具
わ
り
、
内
に
自
ら
開
覚
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
初
発
心
時
は
因
、
便
成
正
覚
は
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

彼
は
因
果
円
融
、
相
即
無
腰
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
解
釈
し
た
と
い

え
よ
う
。
梵
行
品
の
こ
の
文
が
、
法
蔵
の
成
仏
説
に
お
い
て
は
初

住
成
仏
と
信
満
成
仏
の
関
係
と
し
て
、
し
ば
し
ば
論
ぜ
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
も
あ
る
と
い
え
る
。

菩
薩
の
行
位
を
説
く
大
乗
経
典
に
は
、
信
と
い
う
こ
と
が
ど
の

よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
か
。
ま
ず
『
仁
王
般
若
経
』
受
持
品
に

は
、
五
忍
の
菩
薩
が
説
か
れ
、
そ
の
第
一
伏
忍
を
明
か
す
中
で
信

と
い
↑
う
こ
と
が
示
さ
れ
る
が
、

善
男
子
、
習
忍
以
前
行
二
十
善
一
菩
薩
有
し
退
有
レ
進
。
害
如
二

軽
毛
随
し
風
東
西
「
是
諸
菩
薩
亦
復
如
し
是
。
雌
下
以
二
十
千
劫
一

行
中
十
正
道
上
発
二
三
菩
提
心
一
乃
当
レ
入
二
習
忍
位
毛

（
大
正
八
・
八
三
一
ｂ
）

と
あ
る
よ
う
に
、
習
忍
位
以
前
に
相
当
す
る
。
十
善
を
行
ず
る
菩

薩
に
は
進
退
が
あ
っ
て
定
ま
り
が
な
く
、
そ
の
あ
り
さ
ま
は
軽
毛

が
風
に
吹
か
れ
て
東
や
西
に
座
く
よ
う
な
も
の
だ
と
た
と
え
ら
れ

⑩

て
い
る
。
ま
た
、
『
梵
網
経
』
巻
上
に
は
、
三
賢
位
に
相
当
す
る

と
い
え
る
三
十
心
と
、
聖
位
に
相
当
す
る
十
心
（
十
地
）
が
説
か

qo
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れ
る
が
、
十
信
に
つ
い
て
は
説
か
れ
な
い
。
し
か
し
、

金
剛
種
子
有
一
千
心
元
若
仏
子
、
信
心
者
一
切
行
以
レ
信
為
レ

首
衆
徳
根
本
。
（
大
正
二
四
・
九
九
九
ｃ
）

と
あ
っ
て
、
こ
の
「
信
を
以
て
首
と
為
し
衆
徳
の
根
本
な
り
」
と

い
う
表
現
は
、
先
の
賢
首
菩
薩
品
の
「
信
は
道
の
元
、
功
徳
の
母

な
り
」
と
同
趣
旨
の
文
で
あ
り
、
『
梵
網
経
』
は
『
華
厳
経
』
を

承
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
、
菩
薩
の
行

位
が
他
の
経
典
に
も
増
し
て
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
説
か
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
「
菩
薩
雲
路
本
業
経
』
で
あ
る
。
こ
の

経
に
は
、
十
住
以
前
の
菩
薩
の
修
行
が
、

未
レ
上
し
住
前
有
し
十
、
順
二
名
字
一
菩
薩
常
行
二
十
心
元
所
謂

信
心
念
心
精
進
心
慧
心
定
心
不
退
心
廻
向
心
護
心
戒
心
願
心
。

仏
子
修
一
行
是
心
一
若
経
一
二
劫
二
劫
三
劫
『
乃
得
レ
入
二
初
住

位
中
元
（
巻
上
、
集
衆
品
第
一
、
大
正
二
四
・
一
○
二
ｃ
）

仏
子
、
従
し
不
し
識
し
始
二
凡
夫
地
「
値
二
仏
菩
薩
一
教
法
中
起
二

一
念
信
一
便
発
二
菩
提
心
記
是
人
爾
時
住
前
名
三
信
想
菩
薩
「

亦
名
二
仮
名
菩
薩
「
亦
名
二
名
字
菩
薩
兎
其
人
略
行
二
十
心
元

所
謂
信
心
進
心
念
心
慧
心
定
心
戒
心
迺
向
心
護
法
心
捨
心
願

心
。
（
巻
下
、
釈
義
品
第
四
、
大
正
二
四
・
一
○
一
七
ａ
）

と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
依
れ
ば
、
い
ま
だ
初
住
に
入
っ
て
い

な
い
者
は
、
信
想
の
菩
薩
・
名
字
の
菩
薩
・
仮
名
の
菩
薩
な
ど
と

名
づ
け
ら
れ
、
信
心
等
の
十
心
を
行
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
『
菩
薩
理
路
本
業
経
』
の
修
行
階
位
と
し
て
は
、
賢
聖
名
字

⑪

品
に
十
住
よ
り
妙
覚
地
に
至
る
四
十
二
賢
聖
が
、
ま
た
、
賢
聖
学

⑫

観
品
で
は
そ
の
四
十
二
賢
聖
を
六
種
性
に
区
分
し
て
各
々
の
位
次

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
経
に
は
、
信
は
い
わ
ゆ
る

賢
聖
の
中
に
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
賢
聖
の

初
め
で
あ
る
発
心
住
を
明
か
す
中
で
住
前
の
十
心
（
十
信
心
）
に

関
説
が
あ
り
、
そ
の
信
心
等
の
十
心
を
修
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

初
発
心
住
に
入
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。

法
蔵
は
、
『
華
厳
五
教
章
』
の
行
位
差
別
に
お
い
て
、
小
・
始
・

終
・
頓
．
円
の
五
教
に
約
し
て
、
行
相
と
位
相
に
関
す
る
差
別
を

明
か
し
、
自
身
の
成
仏
説
を
論
じ
て
い
る
と
い
え
る
。
五
教
の
各

⑬

を
に
つ
い
て
位
相
と
不
退
と
行
相
の
三
義
の
面
か
ら
説
い
て
い
る

わ
け
で
あ
る
が
、
今
は
不
退
と
い
う
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
菩
薩

の
行
位
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

菩
薩
の
歩
み
に
お
い
て
悪
趣
や
二
乗
地
に
退
堕
す
る
こ
と
な
く

ま
た
、
自
ら
証
得
し
た
と
こ
ろ
の
法
を
退
失
し
な
い
と
言
い
う
る

の
は
ど
こ
に
お
い
て
で
あ
る
か
。
つ
ま
り
不
退
の
位
を
菩
薩
道
の

ど
こ
に
定
め
る
の
か
に
よ
っ
て
、
行
位
の
差
別
が
よ
り
明
瞭
に
な

三
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る
と
い
え
る
。
五
教
の
中
の
最
初
、
小
乗
教
で
は
、
不
退
の
位
を

⑭

得
る
の
は
四
善
根
の
第
三
の
忍
位
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
こ
に
お

け
る
不
退
の
意
味
は
悪
趣
に
堕
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
さ
す
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
小
乗
教
と
同
様
に
そ
の
解
説
が
略
説
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
の
は
頓
教
で
あ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
相
を
離
れ
て
い
る

⑮

が
ゆ
え
に
一
切
の
行
位
は
不
可
説
で
あ
り
、
従
っ
て
不
退
位
を
定

め
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
始
終
二
教
に
つ
い
て
は
、
法
蔵
は

大
乗
の
諸
経
論
を
豊
富
に
引
用
し
つ
つ
そ
の
内
容
を
詳
述
し
て
い

る
。
ま
ず
、
始
教
の
不
退
に
つ
い
て
『
華
厳
五
教
章
』
に
、

二
不
退
位
者
、
依
二
仏
性
諭
へ
声
聞
至
一
苦
忍
『
縁
覚
至
一

世
第
一
法
『
菩
薩
至
一
千
週
向
一
方
皆
不
退
也
。
当
し
知
此
中

声
聞
縁
覚
非
二
是
愚
法
話
是
故
皆
是
此
始
教
中
三
乗
人
也
。

亦
可
、
菩
薩
地
前
総
説
為
し
退
。
以
三
其
猶
堕
諸
悪
趣
一
故
。

如
二
琉
伽
一
三
若
諸
菩
薩
住
一
勝
解
行
地
「
猶
往
二
悪
趣
一
故
、

此
尽
二
第
一
無
数
大
劫
記
如
し
是
等
也
。

（
大
正
四
五
・
四
八
八
Ｃ
ｌ
九
ａ
）

と
あ
っ
て
、
不
退
位
に
二
説
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
前
者

⑯

は
『
仏
性
論
』
に
よ
る
説
で
、
声
聞
は
苦
法
智
忍
、
縁
覚
は
世
第

⑰

一
法
、
菩
薩
は
十
迺
向
に
お
い
て
不
退
を
得
る
。
後
者
は
「
聡
伽

論
』
に
よ
る
説
で
、
菩
薩
の
地
前
に
は
悪
趣
に
堕
す
る
こ
と
が
あ

る
か
ら
地
前
を
退
と
み
な
す
の
で
あ
る
。
こ
の
二
説
に
は
菩
薩
の

不
退
位
を
十
迺
向
に
置
く
の
か
そ
れ
と
も
悪
趣
に
退
堕
す
る
こ
と

と
の
な
い
地
上
に
置
く
の
か
で
相
違
が
あ
る
が
、
法
蔵
は
「
探
玄

記
』
巻
七
に
、
十
迺
向
の
位
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
述
蕊
へ
る
中

に
、
こ
の
『
五
教
章
』
の
所
説
と
類
似
し
た
説
き
方
を
な
し
て
い

る
。
こ
れ
は
金
剛
瞳
菩
薩
迺
向
品
釈
に
相
当
す
る
箇
所
で
、
「
第

四
に
定
位
と
は
、
此
は
解
行
位
の
終
り
、
第
一
僧
祇
の
満
に
当
た

る
。
仏
性
論
に
依
れ
ば
、
此
の
位
の
満
に
至
り
て
方
に
不
退
の
位

と
名
づ
く
。
琉
伽
に
依
れ
ば
、
此
の
中
に
猶
自
ら
地
獄
の
中
に
堕

⑱

す
る
な
り
。
」
と
あ
る
。
始
教
に
約
し
て
十
迺
向
の
位
を
定
め
る

の
で
あ
り
、
『
仏
性
論
』
に
依
れ
ば
解
行
位
の
終
り
す
な
わ
ち
十

行
の
満
に
至
っ
て
不
退
を
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
十
廻
向
と
い
っ

て
も
そ
れ
は
初
廻
向
を
不
退
位
と
す
る
意
味
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

次
に
、
終
教
で
は
不
退
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
か
と

⑲

い
え
ば
、
十
住
の
初
す
な
わ
ち
初
発
心
住
に
お
い
て
、
も
は
や
二

乗
地
に
退
堕
す
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
従
っ
て
悪
趣
や
凡
位
に

堕
す
る
こ
と
も
な
い
。
と
こ
ろ
で
何
故
に
不
退
の
位
を
初
住
に
定

め
た
の
か
、
そ
の
根
拠
を
法
蔵
は
、
信
と
い
う
こ
と
を
ど
う
見
る

の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
次
の
よ
う
に
述
尋
へ
る
。
「
五
教
章
』
の

終
教
の
位
相
を
論
じ
て
、

若
依
二
終
教
「
亦
説
一
菩
薩
十
地
差
別
「
亦
不
下
以
一
見
修
等

34



名
一
説
竺
又
於
二
地
前
一
但
有
三
賢
和
以
三
信
但
是
行
非
二
是
位
一

故
。
‐
未
し
得
二
不
退
一
故
。

本
業
経
云
未
レ
上
し
住
前
有
二
此
十
心
「
不
し
云
レ
位
也
。

又
云
、
始
従
二
凡
夫
地
一
値
二
仏
菩
薩
へ
正
教
法
中
起
二
一
念
信
一

発
二
菩
提
心
「
是
人
爾
時
名
為
二
住
前
信
想
菩
薩
「
亦
名
二
仮
名

菩
薩
名
字
菩
薩
『
其
人
略
修
二
行
十
心
「
謂
信
進
等
。
広
如
二

彼
説
毛

又
仁
王
経
云
、
習
忍
已
前
行
二
十
善
一
菩
薩
有
し
進
有
し
退
、
猶

如
一
一
軽
毛
随
レ
風
東
西
一
等
。
（
大
正
四
五
・
四
八
九
ａ
）

と
あ
る
。
終
教
の
位
相
に
お
い
て
は
、
十
地
以
前
に
は
十
住
・
十

行
・
十
週
向
の
三
賢
位
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
信
は
行
に
他
な

ら
ず
位
と
は
い
え
な
い
の
で
、
い
ま
だ
不
退
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
法
蔵
は
、
『
菩
薩
喫
略
本
業
経
』
『
仁
王
般
若
経
』
を

教
証
と
し
て
、
十
住
と
住
前
の
信
に
退
・
不
退
の
区
別
が
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
菩
薩
の
修
行
階
位
を
説
く
経
典
と
し

て
先
述
し
た
大
乗
経
典
は
法
蔵
に
よ
っ
て
終
教
の
中
に
編
入
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
信
は
位
を
意
味
す
る
も
の
で
な
く
、

ま
た
い
ま
だ
進
退
が
あ
っ
て
不
退
と
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
、
初

住
に
お
い
て
は
じ
め
て
不
退
を
得
る
と
み
な
し
た
の
が
終
教
の
立

場
な
の
で
あ
る
。

菩
薩
が
不
退
を
得
る
段
階
に
つ
い
て
始
教
と
終
教
に
は
異
な
り

が
あ
り
、
始
教
で
は
初
廻
向
、
終
教
で
は
初
住
と
い
う
階
位
に
お

い
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
五
教
の
第
五
円
教
で
は
、
三
乗

に
寄
同
す
る
こ
と
の
な
い
独
自
の
行
位
説
が
示
さ
れ
る
。
『
五
教

章
』
に
は
別
教
に
依
拠
し
て
、
行
位
に
寄
位
・
約
報
・
約
行
の
三

⑳

義
が
立
て
ら
れ
る
。
第
二
の
約
報
に
お
い
て
見
聞
・
解
行
・
証
入

⑳

の
三
生
成
仏
が
、
そ
し
て
第
三
の
約
行
に
お
い
て
自
分
・
精
進
分

の
二
分
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
信
満
成
仏
と
別
異
な
も

の
で
は
な
く
、
信
満
の
内
容
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
第
一
の
寄
位
に
約
し
て
顕
わ
す
箇
所
に
は
、

一
約
一
一
寄
位
一
顕
、
謂
始
従
し
信
乃
至
二
仏
地
一
六
位
不
同
。

随
し
得
二
一
位
一
得
二
一
切
位
記
何
以
故
。
由
下
以
二
六
相
一
収
上
故
、

⑳

主
伴
故
、
相
入
故
、
相
即
故
、
円
融
故
。
経
云
、
在
二
於
一

⑳

地
一
普
摂
二
一
切
諸
地
功
徳
記
是
故
経
中
十
信
満
心
勝
進
分
上

得
二
一
切
位
及
仏
地
一
者
其
事
也
。
又
以
二
諸
位
及
仏
地
等
相

即
等
一
故
、
即
因
果
無
二
始
終
無
擬
。
於
二
二
位
上
一
即
是

菩
薩
即
是
仏
者
、
是
此
事
也
。

（
大
正
四
五
・
四
八
九
ｂ
ｌ
ｃ
）

と
あ
っ
て
、
円
教
の
位
次
は
、
一
位
を
得
れ
ば
同
時
に
一
切
位
を

得
る
と
い
う
主
伴
具
足
。
相
即
相
入
・
円
融
無
磯
と
い
う
こ
と
に

他
な
ら
な
い
。
し
か
し
三
乗
教
の
位
相
に
寄
せ
て
説
く
な
ら
ば
、

信
よ
り
仏
地
に
至
る
六
位
は
不
同
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
円
教
は

、『一
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＠円
融
と
行
布
の
二
門
を
も
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
円

教
の
実
義
よ
り
す
れ
ば
、
浅
深
高
下
と
次
第
す
る
階
位
の
不
同
は

説
く
必
要
も
な
く
、
信
満
の
一
位
を
得
れ
ば
一
切
位
お
よ
び
仏
地

を
得
る
の
で
あ
る
。
相
即
相
入
の
縁
起
無
磯
と
い
う
理
由
に
よ
っ

て
因
果
無
二
．
始
終
無
砿
が
成
り
立
ち
、
こ
の
位
の
上
に
成
仏

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

信
満
成
仏
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
に
、
因
果
無
二

の
縁
起
の
関
係
が
深
く
か
か
わ
り
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

『
五
教
章
』
巻
四
の
十
玄
縁
起
無
砿
法
門
義
に
お
け
る
第
三
門
、

諸
法
相
即
自
在
門
に
は
、
因
果
相
即
と
い
う
こ
と
が
問
答
体
を
も

っ
て
論
述
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
初
発
心
時
便
成
正
覚
」
と
か

「
初
発
心
菩
薩
即
是
仏
」
と
『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
た
そ
の
意
味

は
、
因
中
の
徳
を
讃
嘆
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
に
ど
う
し
て
そ
れ
が

果
徳
を
さ
す
こ
と
に
な
る
の
か
。
こ
の
間
に
対
し
て
法
蔵
は
、

⑳

「
一
乗
の
義
は
因
果
同
体
に
し
て
一
縁
起
を
成
ず
る
」
も
の
で
あ

っ
て
、
も
し
も
因
が
果
を
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
因
は
因
を
成
じ

た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
答
え
る
。
ま
た
、
果
分
は
不
可
説
で
た

だ
因
分
の
み
を
論
ず
る
と
い
う
は
ず
な
の
に
、
何
故
に
、
十
信
の

終
心
に
作
仏
得
果
の
法
を
説
く
の
か
。
こ
れ
に
答
え
て
、
『
五
教

章
』
巻
四
に
、

マ
マ令
言
二
作
仏
一
者
、
但
従
二
初
見
間
一
已
去
、
乃
至
第
二
生
即

成
二
解
行
「
解
行
終
心
因
位
窮
満
者
、
於
二
第
三
生
一
即
得
二
彼

究
意
自
在
円
融
果
一
美
。
由
二
此
因
体
依
レ
果
成
一
故
。
但
因
満

者
即
没
二
於
果
海
中
一
也
。
為
二
是
証
境
界
一
故
、
不
可
説
也
。

（
大
正
四
五
・
五
○
五
Ｃ
）

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
作
仏
得
果
の
次
第
と
い
う
の
は
見
聞

・
解
行
・
証
入
の
三
生
成
仏
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
第
一
見
聞
生

に
お
い
て
一
乗
無
尽
の
法
門
を
見
聞
し
、
第
二
解
行
生
で
そ
の
法

門
を
円
か
に
解
行
し
て
そ
の
最
後
心
に
因
位
窮
満
す
る
者
が
、
第

三
証
入
生
に
お
い
て
彼
の
究
寛
自
在
円
融
の
果
を
得
る
の
で
あ
る

し
か
し
こ
の
因
の
体
は
果
に
依
っ
て
成
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
果
を

離
れ
て
因
を
説
く
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
因
を
説
け
ば
必
ず

そ
の
因
に
対
す
る
果
を
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
作
仏
得
果

の
法
は
弁
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が

解
行
の
因
位
が
窮
満
し
て
果
海
に
没
入
し
た
と
こ
ろ
の
そ
の
果
海

そ
の
も
の
は
証
境
界
で
あ
っ
て
不
可
説
に
他
な
ら
な
い
。
以
上
に

掲
げ
た
、
諸
法
相
即
自
在
門
に
お
け
る
二
つ
の
問
答
を
通
し
て
、

仏
道
修
行
に
お
け
る
信
満
と
成
仏
果
と
の
相
由
相
成
な
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
り
、
信
満
成
仏
は
一
乗
義
と
し
て
の
因
果

相
即
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

、ハ

ロ、



「
五
教
章
』
の
行
位
差
別
で
は
、
菩
薩
が
不
退
を
得
る
の
は
ど

の
階
位
に
お
い
て
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
注
目
し
つ
つ
、
小
乗
教

よ
り
一
乗
円
教
の
成
仏
説
に
至
る
、
各
々
の
行
位
に
つ
い
て
こ
れ

ま
で
考
え
て
き
た
。
先
の
四
教
が
菩
薩
の
修
行
道
の
中
の
何
れ
か

の
時
点
に
不
退
の
位
を
定
め
た
の
に
対
し
て
、
第
五
円
教
は
、
因

果
相
即
に
よ
っ
て
信
満
成
仏
を
明
し
、
円
融
と
行
布
の
両
面
か
ら

行
位
が
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
れ
ゆ
え
に
不
退
位
と
い

う
位
次
に
拘
泥
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
は

『
探
玄
記
』
に
も
様
々
な
観
点
か
ら
述
兼
へ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
こ
と
を
賢
首
品
釈
の
中
か
ら
少
し
く
確
か
め
て
み
た
い
。

法
蔵
は
『
探
玄
記
』
賢
首
品
釈
に
お
い
て
、
十
信
の
菩
薩
が
成

仏
を
現
ず
る
の
は
暫
時
の
化
現
を
さ
す
の
か
、
そ
れ
と
も
実
成
を

⑳

意
味
す
る
の
か
と
問
い
、
三
乗
初
教
と
終
教
と
一
乗
円
教
の
立
場

を
あ
げ
て
こ
れ
に
答
え
て
い
る
。
ま
ず
初
教
で
は
十
信
は
い
ま
だ

不
退
を
得
て
い
な
い
の
だ
か
ら
論
外
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。

終
教
に
お
い
て
は
、
十
信
の
満
心
の
勝
進
分
の
上
に
つ
い
に
十
住

の
初
に
不
退
を
得
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
暫
時
に
成
仏
を
化
現
す

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
対
し
て
、
円
教
で
は
、
十
信
の
菩
薩
の
成

仏
を
実
成
と
み
な
す
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
賢
首
品
釈
に

四

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

若
一
乗
円
教
中
実
則
不
レ
依
レ
位
。
寄
二
終
教
位
相
一
以
弁
し

之
、
於
二
信
満
不
退
之
際
一
則
明
下
得
二
彼
普
賢
法
界
行
徳
一
具

摂
二
因
果
一
円
融
無
磯
埜
若
以
一
因
門
一
取
則
常
是
菩
薩
、
若
果

門
取
則
恒
是
仏
（
大
正
三
五
・
一
八
九
ａ
ｌ
ｂ
）

す
な
わ
ち
円
教
に
お
い
て
は
実
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
来
、
位

に
依
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を
終
教
の
位
相
に
寄
せ
て
論
ず
る

と
き
、
信
満
不
退
の
際
に
普
賢
法
界
の
行
徳
を
得
て
因
果
を
摂
し

て
円
融
無
擬
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
本
来
、
位
に
依
る
こ

と
の
な
い
円
教
が
信
満
成
仏
を
説
く
の
は
終
教
の
位
相
に
寄
せ
て

説
か
れ
た
場
合
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
円紳乃

教
に
円
融
と
行
布
の
両
面
あ
る
こ
と
を
表
す
も
の
と
い
う
こ
と
力

で
き
よ
う
。
賢
首
品
釈
に
、

又
此
信
門
中
展
転
鉤
鎖
該
摂
如
し
是
。
十
地
等
者
以
一
宿
為

道
元
功
徳
母
一
諸
位
行
相
皆
信
而
成
。
故
上
総
云
下
信
能
転
勝

成
二
衆
行
一
究
寛
畢
至
中
如
来
処
必
斯
之
謂
也
。
又
云
在
二
於
一

地
一
普
摂
二
一
切
諸
地
功
徳
売
是
此
一
乗
円
教
法
也
。
三
乗
中

則
不
レ
得
し
如
レ
此
。
（
大
正
三
五
・
一
八
八
ｃ
）

と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
行
布
と
円
融
の
二
つ
の
在
り
方
に
お
い
て

⑳

信
門
に
一
切
の
諸
位
が
融
摂
さ
れ
る
。
つ
ま
り
菩
薩
の
行
位
が
展

転
鉤
鎖
し
て
次
第
行
布
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
そ
れ
が
信
に
お
い
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て
該
摂
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
諸
位
の
行
相
は
信
に
し
て
而
も
成
ず

る
の
で
あ
る
。

以
上
、
『
五
教
章
』
『
探
玄
記
』
を
中
心
に
、
法
蔵
の
成
仏
説
に

つ
い
て
、
菩
薩
の
行
位
を
説
く
経
典
に
も
注
目
し
な
が
ら
そ
の
一

端
を
考
察
し
て
き
た
。
ま
と
め
て
み
る
と
、
菩
薩
の
修
行
階
位
を

説
く
『
仁
王
般
若
経
』
『
梵
網
経
』
『
菩
薩
洛
凄
本
業
経
』
は
、
い

ず
れ
も
偽
経
と
目
さ
れ
る
経
典
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
信
は

初
発
心
に
住
す
る
以
前
の
歩
み
と
し
て
述
今
へ
ら
れ
、
信
は
軽
毛
の

ご
と
く
い
ま
だ
進
退
あ
り
と
か
、
一
念
の
信
を
起
こ
せ
ば
菩
提
心

を
起
こ
す
と
い
う
よ
う
に
説
か
れ
た
。
『
華
厳
経
』
の
中
で
は
、

賢
首
品
に
信
の
功
徳
が
繰
り
返
し
説
か
れ
、
菩
薩
道
に
お
い
て
信

は
そ
の
根
本
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
一
切
の
功
徳
を
生
み

だ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
法
蔵
は
こ
れ
ら
の

経
典
を
受
容
し
つ
つ
、
五
教
に
約
し
て
菩
薩
の
行
位
を
明
か
す
中

で
、
何
れ
の
行
位
に
不
退
を
得
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
通
し
て
小

乗
教
・
始
教
・
終
教
の
行
位
を
明
ら
か
に
し
、
と
く
に
終
教
に
み

ら
れ
る
信
満
入
住
の
不
退
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
し
か
も
前
四
教

と
は
寄
同
し
な
い
円
教
の
成
仏
説
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

円
教
の
成
仏
説
を
信
満
成
仏
に
見
出
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

因
果
無
二
．
始
終
無
擬
と
い
う
縁
起
相
即
を
論
拠
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
ま
た
菩
薩
の
修
行
道
を
円
融
と
行
布
に
よ
っ
て
位
置
づ
け

た
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

註①
智
幟
の
成
仏
説
に
つ
い
て
は
、
木
村
清
孝
著
『
初
期
中
国
華
厳
思

想
の
研
究
』
（
昭
和
五
二
年
十
月
、
春
秋
社
）
「
第
七
章
成
仏
道
の

実
践
」
に
関
説
が
あ
る
。

②
吉
津
宜
英
著
『
華
厳
禅
の
思
想
史
的
研
究
』
二
二
頁
。

③
イ
ン
ド
お
よ
び
中
国
の
菩
薩
階
位
説
に
つ
い
て
は
、
水
野
弘
元

「
五
十
二
位
等
の
菩
薩
階
位
説
」
（
『
仏
教
学
』
第
一
八
号
、
昭
和
五

九
年
十
月
）
に
詳
し
い
。
｝
」
の
論
文
の
冒
頭
に
、
菩
薩
の
階
位
説
に

つ
い
て
、
「
五
十
二
位
の
中
で
、
十
住
、
十
行
、
十
廻
向
、
十
地
の

四
十
位
に
つ
い
て
は
、
『
華
厳
経
』
で
説
か
れ
て
い
る
た
め
に
、
五

十
二
の
階
位
説
は
『
華
厳
経
』
に
由
来
す
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て

来
た
。
し
か
し
十
信
と
等
覚
、
妙
覚
の
十
二
位
は
『
華
厳
経
」
に
な

く
、
実
は
偽
経
と
さ
れ
る
『
仁
王
般
若
経
」
や
『
菩
薩
喫
略
本
業
経
」

に
出
て
い
る
も
の
を
中
国
仏
教
で
採
用
し
て
、
五
十
二
位
説
と
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
『
華
厳
経
」
自
体
が
十
住
、
十
行
、
十

廻
向
、
十
地
の
項
目
を
ぱ
、
下
位
か
ら
上
位
に
至
る
一
連
の
修
行
階

位
と
し
て
説
い
て
い
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
。
」
と
い
う
指
摘

が
あ
る
。

④
「
総
長
分
為
し
五
。
初
品
是
教
起
因
縁
分
。
二
舎
那
品
中
一
周
問

答
名
二
挙
果
勧
楽
生
信
分
ヱ
ニ
従
二
第
二
会
一
至
二
第
六
会
一
来
一
周
問

答
名
二
修
因
契
果
生
解
分
諏
四
第
七
会
中
一
周
問
答
名
二
託
法
進
修
成

行
分
記
五
第
八
会
中
一
周
問
答
名
二
依
人
入
証
成
徳
分
ご
（
大
正
三

五
・
一
二
五
ｂ
）

⑤
大
正
三
五
・
一
七
五
Ｃ

⑥
浄
信
と
発
心
に
つ
い
て
、
賢
首
菩
薩
品
第
八
に
、
「
深
心
浄
信
不
レ
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可
二
破
壊
一
恭
一
敬
供
言
養
一
切
仏
一
尊
一
重
正
法
及
聖
僧
一
信
二
敬

三
宝
一
故
発
心
深
信
二
諸
仏
及
正
法
一
亦
信
一
菩
薩
所
行
道
一
正
心

信
一
向
仏
菩
提
一
菩
薩
因
し
是
初
発
心
」
（
大
正
九
。
四
三
三
ａ
）
と
あ

づ
（
》
Ｏ

⑦
華
厳
経
探
玄
記
巻
四
、
「
是
故
此
中
略
弁
二
所
成
二
十
功
徳
元
一
能

生
三
侭
智
『
謂
覚
道
之
元
福
徳
之
母
。
」
（
大
正
三
五
・
一
八
七
Ｃ
）

③
同
右
、
「
十
七
為
二
大
果
堅
因
「
謂
仏
地
一
切
諸
功
徳
法
莫
レ
不
下
皆

以
二
不
壊
之
信
一
為
中
彼
因
種
芒
（
大
正
三
五
・
一
八
七
ｃ
）

⑨
華
厳
経
探
玄
記
巻
第
五
、
「
下
云
初
発
心
菩
薩
即
是
仏
故
悉
与
二
如

来
一
等
。
此
明
二
行
満
入
位
一
時
即
得
二
普
賢
位
一
故
、
一
位
即
一
切
位

乃
至
仏
果
無
し
不
二
円
備
『
故
云
二
正
覚
ご
（
大
正
三
五
・
二
○
二
ｃ
）

⑩
梵
網
経
巻
上
（
大
正
二
四
・
九
九
七
Ｃ
ｌ
）
に
は
、
堅
信
忍
（
十

発
趣
心
）
・
堅
法
忍
（
十
長
養
心
）
・
堅
修
忍
（
十
金
剛
心
）
・
堅
聖

忍
（
十
地
）
が
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
十
金
剛
心
の
第
一
に

「
信
心
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑪
菩
薩
峻
略
本
業
経
巻
上
、
賢
聖
名
字
品
（
大
正
二
四
・
一
○
二

ａ
、
Ｊ
に
）、

②
同
右
巻
下
、
賢
聖
学
観
品
（
大
正
二
四
・
一
○
一
二
ｂ
ｌ
Ｃ
）
に

は
、
六
種
性
（
習
種
性
・
性
種
性
・
道
種
性
・
聖
種
性
・
等
覚
性
・

妙
覚
性
）
が
説
か
れ
、
そ
れ
が
六
堅
（
堅
信
・
堅
法
・
堅
修
・
堅
徳

・
堅
頂
・
堅
覚
）
、
六
忍
（
信
忍
・
法
忍
・
修
忍
・
正
忍
・
無
垢
忍
・

一
切
智
忍
）
、
六
慧
（
聞
慧
・
思
慧
・
修
慧
・
無
相
慧
・
照
寂
慧
・
寂

照
慧
）
、
六
定
（
習
相
定
・
性
定
・
道
慧
定
・
道
種
慧
定
・
大
慧
定
・

正
観
定
）
、
六
観
（
住
観
・
行
観
・
向
観
・
地
観
・
無
相
観
・
一
切
種

智
観
）
と
も
名
づ
け
ら
れ
る
と
し
、
六
種
性
に
四
十
二
賢
聖
を
配
当

し
て
い
る
。

⑬
『
華
厳
五
教
章
』
巻
二
、
「
第
三
行
位
差
別
者
、
於
二
諸
教
中
一
皆

以
二
三
義
一
略
示
。
一
明
二
位
相
コ
ー
明
二
不
退
「
三
明
二
行
相
ご
（
大
正

四
五
・
四
八
八
ａ
）

⑭
同
右
、
「
二
不
退
者
、
此
中
修
行
至
二
忍
位
一
得
二
不
退
一
也
‐
’
（
大
正

四
五
・
四
八
八
ａ
）
四
善
根
の
第
三
の
忍
位
に
お
い
て
悪
趣
に
堕
す

る
こ
と
が
な
い
と
す
る
説
は
、
「
倶
舎
論
」
巻
三
三
の
「
暖
必
至
二
浬

梁
「
頂
終
不
し
断
し
善
、
忍
不
レ
堕
一
惠
趣
「
第
一
入
一
一
離
生
一
」
（
大
正

二
九
・
一
二
○
Ｃ
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

⑮
『
華
厳
五
教
章
』
巻
二
、
「
若
依
二
帳
教
「
一
切
行
位
皆
不
可
説

以
し
離
し
相
し
故
、
一
念
不
生
即
是
仏
故
。
」
（
大
正
四
五
・
四
八
九
ｂ
）

⑯
『
仏
性
論
』
巻
一
、
破
小
乗
執
品
（
大
正
三
一
・
七
八
一
ｃ
）

⑰
『
琉
伽
師
地
論
」
巻
三
七
、
成
就
品
（
大
正
三
○
・
四
九
八
ｂ
）

⑬
「
華
厳
経
探
玄
記
」
巻
七
（
大
正
三
五
・
二
四
四
ａ
）

⑲
『
華
厳
五
教
章
』
巻
二
、
「
十
住
初
即
不
レ
退
二
堕
下
二
乗
地
一
況

諸
悪
趣
及
凡
地
耶
。
設
本
業
経
説
二
十
住
第
六
心
有
杉
退
者
、
起
信
論

中
釈
二
彼
文
一
為
二
示
現
退
一
也
。
為
三
慢
緩
者
策
二
励
其
心
一
故
。
而
実

菩
薩
入
二
発
心
住
一
即
得
二
不
退
一
也
。
」
（
大
正
四
五
・
四
八
九
ｂ
）

⑳
『
華
厳
五
教
章
』
巻
二
（
大
正
四
五
・
四
八
九
ｃ
）
で
は
、
「
二
に

は
報
に
約
し
て
位
を
明
か
さ
ば
但
、
三
生
有
り
」
と
し
、
見
聞
位
・

解
行
位
・
証
果
海
位
の
三
位
が
立
て
ら
れ
る
。

④
同
右
、
「
三
約
レ
行
明
し
位
、
即
唯
有
レ
ニ
・
謂
自
分
勝
進
。
此
門
通
二

前
諸
位
解
行
及
以
得
法
分
斉
処
一
説
。
如
二
普
荘
厳
童
子
等
一
也
。
」
（
大

正
四
五
・
四
八
九
Ｃ
）

⑳
『
華
厳
経
』
巻
一
、
世
間
浄
眼
品
（
大
正
九
・
三
九
五
ｂ
）

⑳
同
右
巻
六
・
七
の
賢
首
菩
薩
品
の
所
説
。

④
円
融
と
行
布
に
つ
い
て
は
、
『
華
厳
経
探
玄
記
』
巻
一
に
、
華
厳
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経
が
興
起
さ
れ
た
所
由
の
一
つ
と
し
て
「
六
顕
位
故
者
、
為
し
顕
下
菩

薩
修
二
行
仏
因
二
道
至
レ
果
具
中
五
位
上
故
。
此
亦
二
種
。
一
次
第
行

布
門
、
謂
十
信
十
解
十
行
十
迺
向
十
地
満
後
、
方
至
二
仏
地
「
従
し
微

至
レ
著
階
位
漸
次
。
二
円
融
相
摂
門
、
謂
一
位
中
即
摂
二
一
切
前
後
諸

位
記
是
故
三
位
満
皆
至
二
仏
地
元
此
二
無
砿
広
如
二
下
文
諸
会
所
杉

説
。
」
（
大
正
三
五
・
一
○
八
ｃ
）
と
説
か
れ
て
い
る
。

⑮
『
華
厳
五
教
章
』
巻
四
、
「
此
一
乗
義
因
果
同
体
成
一
二
縁
起
『
得
し

此
即
得
し
彼
、
由
二
彼
此
相
即
一
故
。
若
不
レ
得
し
果
者
因
即
不
し
成
し
因
。

何
以
故
不
し
得
し
果
等
非
し
因
也
。
」
（
大
正
四
五
・
五
○
五
ｃ
）

⑳
「
華
厳
経
探
玄
記
』
巻
四
、
「
問
此
中
既
是
十
信
菩
薩
現
二
成
仏
一

者
為
二
是
暫
時
化
現
一
為
二
実
成
一
耶
。
」
（
大
正
三
五
・
一
八
九
ａ
）

⑳
『
国
訳
一
切
経
』
経
疏
部
七
の
訳
註
（
八
四
頁
）
に
は
、
賢
首
品

釈
の
こ
の
箇
所
を
「
行
布
、
円
融
に
約
し
て
信
中
に
諸
位
を
摂
す
る

に
就
き
て
」
と
し
て
、
諸
説
を
掲
げ
て
い
る
。
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